
ご
長
寿

�
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
伯
区
長
を
は
じ
め
多

く
の
来
賓
を
迎
え
敬
老
の

式
典
が
今
年
も
盛
大
に
催

さ
れ
た
。
75
歳
以
上
の
高

齢
者
１
５
６
１
人（
昨
年

に
比
べ
111
人
増
加
）の
う
ち

225
人
が
参
加
。
最
初
に
こ

の
１
年
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

「
39
回
を
迎
え
た
敬
老

会
が
か
く
も
盛
大
に
開
催

さ
れ
続
け
ら
れ
て
来
た
の

も
、
皆
さ
ん
の
弛
ま
な
い

努
力
と
活
動
の
成
果
だ
と

思
っ
て
お
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
又
来
年
度
か
ら

団
塊
の
世
代（
戦
後
生
ま

れ
）が
75
歳
に
な
る
こ
と

か
ら
人
数
が
大
幅
に
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
来
年
以

降
も
こ
の
会
場
で
開
催
で

き
る
か
な
ど
再
検
討
の
必

要
な
時
期
に
な
っ
て
来

た
」と
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
河
本
会
長
が
挨
拶
。

松
井
市
長（
佐
伯
区
長

代
読
）か
ら
は「
自
立
・
自

主
・
共
働
・
共
助
を
ベ
ー

ス
に
、
地
域
全
体
が
支
え

合
う
多
く
の
施
策
を
実
施

し
、
一
昨
年
か
ら
高
齢
者

い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

お
り
、
健
康
に
留
意
し
お

元
気
に
過
ご
し
て
頂
き
た

い
」と
祝
辞
を
頂
い
た
。

来
賓
挨
拶
に
続
き
１
年

生
３
人
の
児
童
が
お
爺

（
婆
）さ
ん
へ
の
作
文
を
朗

読
。「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。」と
い
う
児
童

の
言
葉
に
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
を
受
け
た
。

今
年
は
広
島
ジ
ュ
ニ
ア

マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

を
招
き
、
子
ど
も
達
の
プ

ロ
顔
負
け
の
マ
リ
ン
バ
演

奏
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

会
場
全
体
が
そ
の
す
ば
ら

し
さ
に
引
き
込
ま
れ
、
14

曲
の
演
奏
が
終
了
し
て
も

な
か
な
か
拍
手
が
終
わ
ら

ず
会
場
全
体
が
不
思
議
な

余
韻
に
包
ま
れ
た
。

こ
の
後
血
液
サ
ラ
サ
ラ

体
操
、
最
後
に
銭
太
鼓
の

演
技
と
続
き
美
鈴
音
頭
を

全
員
で
踊
っ
て
終
了
し
た
。

1
年
1
組 

森
川　

創
理
く
ん

1
年
2
組 

佐
伯
麻
里
奈
さ
ん 

1
年
3
組 

鞍
掛　

龍
星
く
ん

お
祝
い
の
作
文
朗
読

9月15日㈰

「第39回」

美鈴が丘まちづくり協議会
（於：石内福祉センター）
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◆
薬
物
乱
用
防
止
教
室

	

美
中
１
年
生
対
象	

９
／
18

学
校
薬
剤
師
の
別
所
先

生
が
90
人
の
生
徒
に〝
正

し
い
薬
の
使
い
方
〟を
解

り
易
く
講
義
。
本
来
、
体

に
は
病
気
や
怪
我
を
治
す

力
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、

薬
は
早
く
治
す
手
助
け
を

す
る
。
薬
は
正
常
な
体
に

と
っ
て
は
異
物
な
の
で
正

し
い
ル
ー
ル
で
使
わ
な
い

と
、ク
ス
リ
は
リ
ス
ク（
危

険
）に
な
る
。

薬
の
飲
み
方
な
ど
は
効

果
が
最
も
期
待
で
き
る
仕

組
み
で
設
定
。
実
験
で

ジ
ュ
ー
ス
で
薬
を
飲
む
と

泡
が
発
生
し
て
体
に
吸
収

さ
れ
に
く
く
な
り
Ｎ
Ｇ
。

興
味
本
位
で
最
初
に
手
を

出
し
易
い
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

ド
ラ
ッ
グ（
入
口
）と
言

わ
れ
て
い
る
タ
バ
コ
の
害

は
長
く
続
け
る
程
、
各
種

病
気
の
源
。

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
育
成
講
座	

９
／
12

美
鈴
が
丘
中
学
校
福
祉

授
業
の
一
環
と
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
に

中
村
内
科
医
院
の
中
村
先

生
よ
り
、
脳
の
活
性
化
と
、

認
知
症
と
は
、
に
つ
い
て

判
り
易
く
説
明
さ
れ
た
。

ま
た
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
地
区
民
生
委
員
、

中
学
校
先
生
に
よ
り
、
認

知
症
の
人
と
の
接
し
方
に

つ
い
て
、
良
い
例
、
悪
い

例
の
寸
劇
が
あ
り
大
変
好

評
で
し
た
。
認
知
症
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
河
井
先
生
の

講
演
で
は
、
認
知
症
の
方

と
接
す
る
時
は
、
常
に
相

手
を
尊
重
し
、
優
し
く
接

す
る
こ
と
が
重
要
と
の
話

が
あ
り
終
了
。 

（
中
本
）

◆
東
４
サ
ロ
ン
介
護
保
険

　
に
つ
い
て	

８
／
22

「
介
護
保
険
っ
て
ど
ん

な
制
度
な
の
？
」を
テ
ー

マ
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
ク
イ
ズ
形
式
で
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
頂
い

た
。
介
護
保
険
を
掛
け
て

い
て
も
内
容
を
知
ら
な
い

事
が
多
く
、
い
ざ
と
い
う

時
に
困
ら
な
い
よ
う
に
確

実
な
情
報
を
積
極
的
に
得

◆
夏
ま
つ
り
反
省
会	

８
／
17

①
抽
選
会
の
時
間
や
抽
選

券
の
当
選
番
号
を
分
か
り

易
く
表
示
す
る
工
夫
を
。

②
五
等
の
バ
ザ
ー
券
は
毎

年
色
を
変
え
て
は
。
会
場

で
の
み
利
用
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
。

③
ゴ
ミ
箱
を
増
設
し
て
。

④
飲
物
交
換
所
が
解
り
難

か
っ
た
。
も
っ
と
工
夫
を
。

⑤
落
し
物
を
受
付･

管
理

す
る
場
所
を
分
か
り
易
く
。

る
こ
と
が
大
切
。
介
護
予

防
と
し
て
社
会
参
加
す
る

こ
と
が
効
果
が
あ
る
と
の

こ
と
。 

（
金
子
）

⑥
西
集
会
所
駐
車
場
に
移

動
式
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置

し
て
欲
し
い
。

⑦
花
火
の
最
終
は
連
発
打

ち
上
げ
で
分
か
り
易
く
。

商
店
街
の
衰
退
化
は
全
国
的
な
傾

向
、
モ
ー
ル
街
も
年
々
シ
ャ
ッ
タ
ー

が
閉
ま
り
、
10
数
年
前
に
は
犬
も
歩

い
て
い
な
い
と
い
わ
れ
る
程
に
な
り

ま
し
た
。

ス
ー
パ
ー（
菱
屋
）の
閉
店
も
重

な
り
、
日
毎
に
灯
が
消
え「
何
と
か

し
ん
さ
い
や
」と
い
う
住
民
の
声
。

し
か
し
一
旦
落
ち
た
活
力
を
元
に
戻

す
事
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
再
度
」に
と
、有
志
が
集
ま
り「
商

店
会
」の
再
結
成
、
管
理
組
合
の
見

直
し
等
々
、
新
し
く
始
め
た
の
が

９
年
目
と
な
る「
美
鈴
楽
市
」で
す
。

当
初
は
出
店
者
の
募
集
に
苦
労
し
ま

し
た
。
あ
ち
こ
ち
あ
た
っ
て
や
っ
と

一
号
店
が
平
成
23
年
１
月
29
日（
土
）

軽
ト
ラ
に
大
根
、
白
菜
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

そ
の
後
出
店
者
も
少
し
ず
つ
増
え

て
行
き
、
今
日
で
は
登
録
者
は
120
店

と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
固
定
化
す
る
の
は
難
し
く

増
え
て
は
消
え
る
の
が
実
情
で
す
。

「
美
鈴
楽
市
」開
催
日
に
は
モ
ー

ル
ス
テ
ー
ジ
を
利
用
、
地
域
の
子
ど

も
さ
ん
各
方
面
か
ら
の
応
援
に
よ
り

演
芸
等
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド
部
分
で
は
、
そ
の
間
も

様
々
な
機
関
に
相
談
に
行
き
ま
し
た
。

五
日
市
商
工
会
、
商
店
連
合
会
、
中

小
企
業
大
学
、
佐
伯
区
役
所
、
広
島

市
役
所
、
県
庁
な
ど
、
結
果
的
に
国

と
広
島
市
の
補
助
金
に
よ
り
、
音

響（
チ
ャ
イ
ム
）、
防
犯
燈
、
照
明
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
塗
装
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

改
装
、
美
高
に
よ
る
壁
画
な
ど
設
備

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
日
ま
で
８
店
の
入
店
が
あ
り
３

店
の
廃
業
で
す
。

ス
ー
パ
ー
も「
フ
レ
ス
タ
」に
か

わ
り
犬
も
歩
い
て
い
な
い
と
言
わ
れ

た
時
代
か
ら
微
増
で
す
が
、
最
悪
期

よ
り
少
し
は
光
が
見
え
た
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

最
盛
期
と
は
程
遠
い
商
店
街
で
す

が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
一
年
先
ま
で
申

込
み
が
あ
り
、
い
つ
か
…
か
つ
て
の

様
に
、
さ
さ
や
か
な
願
い
で
す
。

 

美
鈴
モ
ー
ル
商
店
会
会
長　

平
川
和
男

美
鈴
モ
ー
ル
の
　
年
史

40

連
載
五

モ
ー
ル
街
活
性
化
に
向
け
て
！

3年かけて薬物の危険性を学ぶ

まずは認知症を勉強

全員真剣に受講

多様な提案を次年度に反映させる

広 報 み す ず令和元（2019）年10月号 ⑵



◦香港の混乱が収まる気配があります。中国政府の出方を世界が見守っています。
◦台風15号による千葉県での被害が甚大ですが、首都圏に最も近い県でなぜこんなに対応に時間が掛かるのでしょうか。

世界の出来事
日本の出来事

◆
み
ど
り
サ
ロ
ン

	

～
ミ
ニ
敬
老
会
～	

９
／
４

「
歌
と
笑
い
と
健
康
と
」

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
で
活
躍

中
の
広
島
出
身
の
風
呂
哲

州
さ
ん
を
、
昨
年
に
続
き

お
招
き
し
て
緑
集
会
所
で

盛
大
に
開
催
。
民
児
協
の

江
島
会
長
は
冒
頭
の
挨

拶
で「
お
節
介
お
ば
さ
ん

･

出
し
ゃ
ば
り
お
じ
さ
ん

が
い
な
く
な
っ
た
今
は
ご

近
所
で
の
見
守
り
が
不
安
。

色
ん
な
集
ま
り
に
参
加
し

て
顔
見
知
り
を
増
や
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
」。
自

ら
を
音
楽
療
法
士
と
名
乗

り
、
独
特
の
軽
妙
な
語
り

口
と
人
懐
っ
こ
い
笑
顔
で

和
ま
せ
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。
新
作
フ
ォ
ー
ク
講
談

「
新
井
貴
浩
伝
説
」を
熱

唱
。
笑
っ
て
Ｎ
Ｋ
細
胞
を

増
や
し
免
疫
力
ア
ッ
プ
。

◆
詐
欺
の
手
口
に
ご
用
心

�
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口
に
つ
い
て

　
～「
封
印
し
て
」の
言
葉
に
ご
用
心
！
～�

《
被
害
例
》

○�

あ
る
日
あ
な
た
の
家
に
1
本
の
電
話
が
か
か
る
。

　
リ
～
ン
！

犯
人「
も
し
も
し
佐
伯
警
察
署
生
活
安
全
課
の
■
■
と
言

い
ま
す
。
実
は
で
す
ね
今
詐
欺
グ
ル
ー
プ
を
捕
ま
え

た
ら
名
簿
に
あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
無
効
化
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
今
か
ら
警
察
官
を
行
か
せ
ま
す

の
で
カ
ー
ド
を
確
認
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
か
。」

○�

す
ぐ
に
ニ
セ
警
察
官
が
あ
な
た
の
家
に
訪
れ
る
。

　
ピ
ン
ポ
～
ン
！

犯
人「
こ
の
封
筒
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を

書
い
た
メ
モ
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
※
カ
ー
ド
を
入

れ
る
と
）封
筒
を
封
印
す
る
の
で
印
鑑
を
押
し
て
も
ら

え
ま
す
か
。」

○�

あ
な
た
は
印
鑑
を
取
り
に
そ
の
場
を
離
れ
、
犯
人
は

そ
の
隙
に
別
に
用
意
し
た
封
筒
と
す
り
替
え
る
。

犯
人「
封
筒
は
し
ば
ら
く
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
場
所
で

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。」

○�

そ
の
間
に
犯
人
は
、だ
ま
し
取
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
で
現
金
を
引
き
出
す
の
で
す
。

◆	

タ
イ
の
伝
統
文
化　

「
タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ
」に

チ
ャ
レ
ン
ジ

	

公
民
館	

９
／
21

川
内
信
枝
さ
ん
を
講
師

に
参
加
者
11
名
が
ハ
ロ
ー

ウ
ィ
ン
の
カ
ボ
チ
ャ
飾
り

の
制
作
に
挑
戦
。
色
鮮
や

か
な
丸
い
石
鹸
を
材
料
に

タ
イ
カ
ー
ビ
ン
グ
用
ナ
イ

フ
で
カ
ボ
チ
ャ
の
形
に
彫

り
進
め
る
。
出
来
上
が
っ

た
カ
ボ
チ
ャ
に
好
み
の
顔

を
つ
け
、
綺
麗
な
ス
パ
ン

コ
ー
ル
を
散
り
ば
め
た
り

し
て
思
い
思
い
の
カ
ボ

チ
ャ
飾
り
に
時
間
を
忘
れ

て
い
た
。 

（
石
田
）

◆	「
ア
ー
ト
ク
ラ
ブ
美
鈴
」	

会
員
に
よ
る
第
31
回
滴
展

（
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

	

９
／
17
～
９
／
22

旅
の
思
い
出
を
描
写
・

自
然
の
彩
り
を
描
く
、
孫

を
情
愛
た
っ
ぷ
り
に
表

現
・
描
く
対
象
物
を
見
つ

め
て
筆
を
動
か
し
て
い
る

時
の
集
中
が
好
き
と
、
経

験
や
実
績
で
様
々
な
方
が

そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
で
油
彩

画
、
水
彩
画
、
デ
ッ
サ
ン

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
絵

画
創
作
の
魅
力
を
知
り
、

仲
間
と
刺
激
し
合
い
制
作

を
続
け
て
い
ま
す
。

 

（
藤
川
）

50人超の観客は元気を一杯貰った

まず作り方の指導を受けるすばらしい出来映え

滴展の案内状

《
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
！
》

・�

電
話
は
い
つ
も
留
守
電
設
定
に
し
て
、
不
審

な
電
話
に
は
絶
対
に
で
な
い
。

・
暗
証
番
号
は
絶
対
に
教
え
な
い
。

・�

警
察
官
を
名
乗
っ
て
も
警
察
手
帳
で
必
ず
身

分
確
認
す
る
。

※
他
に
も
、〔
銀
行
員
〕や〔
役
所
〕を
騙
る
手
口
も
あ
り
ま
す゚

◆
脳
を
衰
え
さ
せ
な
い
生
活

脳
を
衰
え
さ
せ
な
い
た
め

に
は「
運
動
・
好
奇
心
・
社

会
と
の
関
わ
り
」が
大
切
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、

一
日
30
分
程
度
の
運
動
を
す

る
と
脳
の
血
流
が
よ
く
な
る

こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。

歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
だ

け
で
な
く
、
複
雑
な
動
き
を

す
る
ヨ
ガ
や
気
功
、
太
極
拳

の
よ
う
な
運
動
も
脳
の
機
能

ア
ッ
プ
に
効
果
的
だ
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
知
的
好
奇
心
が
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
事
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
事
に
面
白
み
を
感
じ
た
り
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
未

体
験
の
事
に
挑
ん
だ
り
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
一
方
で
、
脳

に
良
く
な
い
の
は
孤
立
し
て

社
会
と
の
か
か
わ
り
が
希
薄

に
な
る
こ
と
で
す
。
一
日
一

回
は
外
出
し
、
週
一
回
は
友

人
や
知
人
と
交
流
し
、
月
一

回
は
社
会
的
な
活
動
や
習
い

事
に
参
加
す
る
の
が
望
ま
し

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
ひ
と
口
メ
モ
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◎
今
月
の
一
句

露
草
は
好
奇
の
蕊
を

�

の
ば
し
を
り

 

佳
子

き
さ
ら
ぎ
句
会

1
敬
老
会
に
つ
い
て	

（
社
協
委
員
）

　
石
内
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
９
／
15
に
実
施
。
229

人
出
席
予
定（
実
績
は
225
）

2
日
帰
り
バ
ス
旅
行	

（
社
協
委
員
）

　
10
／
８（
火
）「
門
司
レ
ト
ロ
港
と
長
府
方
面
」

日
帰
り
の
旅
。
参
加
費
用
は
１
０
０
０
０
円
。

3	

第
35
回
町
民
大
運
動
会	

（
体
協
会
長
）

　

10
／
27（
日
）に
開
催
予
定
。
予
備
日
11
／
３

（
日
）今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
令
和
元
年
。
夢

ひ
ろ
が
る　

我
が
美
鈴
」。
新
種
目
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
防
災
意
識
向
上
を
図
る
。

4
防
災
部
か
ら	
（
防
災
部
長
）

①�

美
鈴
が
丘
高
校
講
堂
の
耐
震
工
事
の
た
め
９

／
７
～
２
／
末
ま
で
使
用
不
可
に
つ
き
避
難

場
所
を
美
高
体
育
館
に
変
更
。

②�

11
月
末
ま
で
に
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

を
各
町
内
会
の
状
況
に
合
わ
せ
て
実
施
予
定
。

5
公
衛
協
か
ら	

（
公
衛
協
会
長
）

①�

10
／
16（
水
）環
境
講
座（
家
庭
ご
み
の
分
別
・

減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
）を
予
定
。

②�

11
／
17（
日
）秋
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

まちづくり協議会９月定例役員会報告

お
く
や
み

９
／
２�

今
本
須
磨
子
様（
85
）東
２

９
／
５�

樫
本　
慶
彦
様（
77
）西
５

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ
・
催
し

10
月
8
日
㈫

◦
バ
ス
旅
行

10
月
16
日
㈬

◦
環
境
講
座 

（
公
衛
協
）

10
月
19
日
㈯

◦
ふ
れ
あ
い
フェス
夕
中
学
校

10
月
27
日
㈰

◦
第
35
回�

町
民
大
運
動
会

10
月
30
日
㈬

◦
昔
遊
び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

11
月
9
日
㈯

◦
地
区
ふ
れ
あ
い
音
楽
会

11
月
17
日
㈰

◦
秋
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
22
日
㈮

◦
り
ん
り
ん
下
校

11
月
23
日
㈯

◦
第
5
回
美
鈴
が
丘
親
善

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
30
日
㈯
〜
12
月
1
日
㈰

◦
第
31
回
公
民
館
ま
つ
り

12
月
15
日
㈰

◦
第
７
回
町
内
ミ
ニ
テ
ニ
ス
大
会

◆	

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と	

一
緒
に
キ
ャ
ン
プ
に
行
こ
う

	

8
／
22
・
23

「
国
立
山
口
徳
地
青
少

年
自
然
の
家
」
に
小
学

生
15
人（
4
年
～
6
年
）

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
―
13
人

が
集
合
。
室
内
ビ
ン
ゴ
・

デ
ィ
ス
ク
ナ
イ
ン
・
工
作

（
竹
で
コ
ッ
プ
・
花
瓶
等
）

全員協力して作業

土砂崩れ現場修復後

な
ど
を
し
て
異
年
齢
の
子

ど
も
達
が
自
然
に
触
れ
合

い
仲
良
く
遊
び
ま
し
た
。

	

（
田
中
・
山
田
）

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
聞
か
せ
て
頂
く
為
、
4

集
会
所
に
目
安
箱
を
設
置

し
ま
し
た
。
当
初
は
な
か

な
か
投
稿
数
が
少
な
く
、

匿
名
で
の
投
稿
で
も
良
い

と
い
う
こ
と
に
変
更
し
た

結
果
少
し
ず
つ
投
稿
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
沢
山
の

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
Ｙ
）

◆
お
知
ら
せ
・
表
彰

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ

	

連
合
会
会
長
表
彰

美
鈴
が
丘
学
区

	

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

江
藤　
和
彦
さ
ん

お
め
で
と
う

	

ご
ざ
い
ま
す

◆	

中
央
公
園
南
側
斜
面
で

土
砂
崩
れ

第35回	美鈴が丘町民大運動会
場　所：美鈴が丘小学校　校庭
日　時：令和元年10月27日（日）
　　　　午前９時　開会式
朝７時煙火打ち上げ／雨天中止の場合11月３日に延期
テーマ
「令和元年。夢ひろがる　我が美鈴」
主催：美鈴が丘学区体育協会
　　　美鈴が丘まちづくり協議会

美鈴が丘中学校ＰＴＡ主催ふれあいフェスタ（バザー）
場所：美鈴が丘中学校　中庭及び校舎内
日時：令和元年10月19日（土）11:00～14:30

内容：
｛食品バザー｝	うどん・むすび・焼きそば・フライドチキン 

パン・ドーナツ・焼き菓子・大福・抹茶
｛物品バザー｝	遊休品販売（基準服・食器・日用雑貨などの販売）

同時開催　�中学校合唱祭（9:00～11:00）�
文化祭ステージ発表（14:00～15:05）�
生徒作品展示（9:00～15:00）

住
民
の
声 

（
目
安
箱
か
ら
）

１
．
犬
の
フ
ン
は

飼
い
主
の
責
任
で
す
。

　

最
近
犬
の
フ
ン
が
道

路
に
放
置
さ
れ
て
い
る

の
が
多
く
目
に
余
り
ま

す
。
大
変
憤
慨
し
て
い

ま
す
。
犬
の
フ
ン
の
処

理
は
飼
い
主
の
責
任
で

す
。
町
の
美
観
が
失
わ

れ
、
品
位
を
問
わ
れ
ま

す
。
こ
の
様
な
人
が
住

ん
で
い
る
な
ら
、
団
地

と
し
て
の
価
値
観
が
下

が
り
ま
す
。
必
ず
持
ち

帰
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

２
．
ル
ー
ル
を

守
っ
て
ほ
し
い
な
～

　

フ
レ
ス
タ
の
駐
車
場
。

次
々
に
車
が
入
っ
て
来

る
中
、
逆
走
し
て
空
い

て
い
る
場
所
に
我
先
に

侵
入
す
る
車
が
10
数
分

に
６
台
も
。
老
若
男
女

問
わ
ず
順
法
意
識
が
低

い
。
こ
れ
で
は
接
触
事

故
は
減
ら
な
い
し
子
ど

も
に
も
叱
ら
れ
る
。
お

互
い
、
思
い
や
り
の
気

持
ち
が
希
薄
に
な
る
と

住
み
辛
く
な
る
。

編
集
後
記
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編
集

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
広
報
部

発
行

美
鈴
が
丘
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

発
行
日

令
和
元（
２
０
１
９
）年
10
月
11
日
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